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各事業種別に応じて、「景観形成チェックシート」並びに「事業実施後評価シート」を活用し、景観形

成に十分配慮した事業の計画や、計画に基づく事業の実施、そして事業実施後の評価を適切に行いまし

ょう。 

なお、これらのチェックシートの活用方法については、「１－４ガイドラインの活用方法（P３～４）」

を参照してください。 

 

＜様式＞ 

様式番号 書類種別 書類名 該当頁 

様式１  

 

 

 

 

景観形成チェックシート 

景観形成共通チェックシート Ｐ35 

様式２ 道路整備事業景観形成チェックシート Ｐ36 

様式３ 公園・緑地整備事業景観形成チェックシート Ｐ37 

様式４ 河川・水路整備事業景観形成チェックシート Ｐ38 

様式５ 橋梁整備事業景観形成チェックシート Ｐ39 

様式６ 砂防・治山事業景観形成チェックシート Ｐ40 

様式７ 公共建築物整備事業景観形成チェックシート Ｐ41 

様式８ 駅前広場整備事業景観形成チェックシート Ｐ42 

様式９  

 

 

 

事業実施後評価シート 

事業実施後評価共通シート Ｐ43 

様式10 道路整備事業実施後評価シート Ｐ44 

様式11 公園・緑地整備事業実施後評価シート Ｐ45 

様式12 河川・水路整備事業実施後評価シート Ｐ46 

様式13 橋梁整備事業実施後評価シート Ｐ47 

様式14 砂防・治山事業実施後評価シート Ｐ48 

様式15 公共建築物整備事業実施後評価シート Ｐ49 

様式16 駅前広場整備事業実施後評価シート Ｐ50 

様式17 公共事業計画概要書 Ｐ51 

 

 

 

３. 
 

公共事業における景観形成チェックシート 等 

3-1 景観形成チェックシート及び事業実施後評価シート 

（１）景観形成チェックシート及び事業実施後評価シートの活用 
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１）景観法に基づく通知対象事業 

通知の対象となる行為の種類 
■建築物 

建築物の新築、増築、改築、移転、外観を変更することとなる修繕・模様替・色彩の変更 

（外観を変更することとなる修繕・模様替・色彩の変更の、それに係る部分の面積が 10 ㎡以下であるも

のを除く） 
 

■工作物 

工作物の新築、増築、改築、移転、外観を変更することとなる修繕・模様替・色彩の変更 

（外観を変更することとなる修繕・模様替・色彩の変更の、それに係る部分の面積が 10 ㎡以下であるも

のを除く） 

以下の種類①～⑤を指します 

種類① 垣（生垣を除く。）、柵、塀、擁壁、その他これらに類するもの 

種類② 煙突、ごみ焼却施設、アンテナ、鉄筋コンクリート造りの柱、鉄柱その他これらに類するもの（屋外
広告物法（昭和 24 年法律第 189 号）第２条第１項に規定する屋外広告物（以下「屋外広告物」という。） 

電気供給のための電線路、有線電気通信のための線路又は空中線系（その支持物を含む。）を除く。） 
記念塔、電波塔、物見塔その他これらに類するもの（屋外広告物に該当するものを除く。） 
彫像その他これに類するもの（屋外広告物に該当するものを除く。） 
高架水槽 
メリーゴーラウンド、観覧車、飛行塔、コースター、ウォーターシュートその他これらに類する遊戯施設 
アスファルトプラント、コンクリートプラント、 クラッシャープラントその他これらに類する製造施設 
石油、ガス、ＬＰＧ、穀物、飼料等を貯蔵する施設その他これらに類する施設 

種類③ 汚水又は廃水を処理する施設 

種類④ 電気供給のための電線路、有線電気通信のための線路又は空中線系（その支持物を含む。） 

種類⑤ 太陽光発電設備等（太陽光を電気に変換し、又は太陽熱を利用する設備及びその附属物） 

 

■開発行為 

都市計画法第４条第 12 項に規定する開発行為 
 
■建築物・工作物・開発行為以外 

土地の開墾、土石の採取、鉱物の採掘その他の土地の形質の変更 

木竹の伐採 

屋外における土石、廃棄物、再生資源その他の物件の堆積 

水面の埋立て又は干拓 

４. 
 

参考資料 

4-1 参考資料 

（１）景観形成重点推進公共事業について 
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※適用除外となる行為 

以下に該当する行為については、景観法に基づく通知は必要ありません。 

・滋賀県風致地区内における建築等の規制に関する条例（昭和 45 年滋賀県条例第 24 号）第２条第１

項の規定による許可を受け、又は同条第３項の規定による協議若しくは同条例第３条の規定による

通知をして行う行為 

・大津市風致地区内における建築等の規制に関する条例（平成 16 年条例第５号）第２条第１項の規定

による許可を受け、又は同条第３項の規定による協議若しくは同条例第３条の規定による通知をし

て行う行為 

・古都における歴史的風土の保存に関する特別措置法（昭和 41 年法律第１号）第９条第１項の規定に

よる許可を受けて行う行為 

・自然公園法（昭和 32 年法律第 161 号）第 20 条第３項の規定による許可を受けて行う行為 

・森林法（昭和 26 年法律第 249 号）第 10 条の２第１項、第 34 条第１項若しくは第２項又は第 49 条

第１項の規定による許可を受けて行う行為 

・大津市伝統的建造物群保存地区保存条例（平成元年条例第 59 号）第４条第１項の規定による許可を

受け、又は同条例第６条の規定による協議若しくは同条例第７条の規定による通知をして行う行為 

・地区計画等（都市計画法第４条第９項に規定する地区計画等をいう。）の区域（地区整備計画（同法

第 12 条の５第２項第１号に規定する地区整備計画をいう。）が定められている区域に限る。）内で行

う土地区画形質の変更、建築物の新築、改築又は増築その他の政令で定める行為 …地区計画等に

おいて届出の対象となる行為 

・屋外広告物法（昭和 24 年法律第 189 号）第４条又は第５条の規定に基づく条例の規定に適合する屋

外広告物の表示又は屋外広告物を掲出する物件の設置 

・その他、景観法で定めるもの 
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表-１ 通知の対象となる行為の規模 

番号 種別  建築物 工作物 

(1) 

景
観
エ
リ
ア 

緑地景観エリア ア 高さ10ｍを超えるもの 
イ 延床面積 500 ㎡を超えるもの 

種類①～③  高さ10ｍを超えるもの 
種類④   高さ 15ｍを超えるもの (2) 低層住宅地景観エリア 

(3) 市街地景観エリア ア 高さ13ｍを超えるもの 
イ 延床面積 1,500 ㎡を超えるもの 

種類①～③  高さ13ｍを超えるもの 
種類④   高さ 15ｍを超えるもの (4) 沿道市街地景観エリア 

(5) 商業地景観エリア ア 高さ15ｍを超えるもの 
イ 延床面積 3,000 ㎡を超えるもの 

種類①～④  高さ 15ｍを超えるもの 
(6) 工業地景観エリア 

(7) (1)～(6)の景観エリア ― 

種類⑤ 垂直距離※（最も低い位置にある
部分から最も高い位置にある部分までの距
離）が 10ｍを超えるもの、又は、太陽電
池モジュール等の面積の合計が 1,000 ㎡を
超えるもの 

(8) 

湖
岸
軸 

市街地水辺景観エリア 
集落水辺景観エリア 
砂浜樹林景観エリア 
山岳水辺景観エリア 
ヨシ原樹林景観エリア 
河畔林景観エリア 

ア 建築物(塀を除く。)の新築、改築、増築
又は移転で、その新築、改築、増築又は
移転に係る部分の床面積の合計が10㎡を
超えるもの 

イ 建築物(塀を除く。)の新築、改築、増築
又は移転で、新築、改築又は増築後の建
築物の高さが５ｍを超えることとなるも
の 

ウ 塀の新築又は移転で高さが1.5ｍを超え
るもの 

エ 塀の新築又は移転で長さが10ｍを超える
もの 

オ 塀の改築、増築で、改築又は増築後の塀
の高さが1.5ｍ又は長さが10ｍを超える
こととなるもの 

カ 外観を変更することとなる修繕・模
様替・色彩の変更の、それに係る部
分の面積が 10 ㎡を超えるもの 

種類① 高さ1.5ｍを超え、又は長さが10
ｍを超えるもの 

種類② 高さ５ｍを超えるもの 
種類③ 高さ1.5ｍを超え、又はその築造面積

の合計が100㎡を超えるもの 
種類④ 高さが10ｍ超えるもの 
種類⑤ 垂直距離※が10ｍを超えるもの、又

は、太陽電池モジュール等の面積の合
計が1,000 ㎡を超えるもの 

種類①～⑤ 
    外観を変更することとなる修繕・模様

替・色彩の変更の、それに係る部分の
面積が10 ㎡を超えるもの 

(9) 水辺景観特別エリア (8)欄に同じ (8)欄に同じ 

(10) 重
点
地
区 

堅田景観重点地区 

ア 建築物(塀を除く。)の新築、改築、増築
又は移転で、その新築、改築、増築又は
移転に係る部分の床面積の合計が10㎡を
超えるもの 

イ 建築物(塀を除く。)の新築、改築、増築
又は移転で、新築、改築又は増築後の建
築物の高さが５ｍを超えることとなるも
の 

ウ 塀の新築又は移転で高さが1.5ｍを超え
るもの 

エ 塀の新築又は移転で長さが10ｍを超える
もの 

オ 塀の改築、増築で、改築又は増築後の塀
の高さが1.5ｍ又は長さが10ｍを超える
こととなるもの 

カ 屋根等（屋根・屋上・外壁面）に太陽光
発電設備等を設置する外観の変更で、太
陽電池モジュール等の面積の合計が10
㎡を超えるもの 

キ 外観を変更することとなる修繕・模様
替・色彩の変更の、それに係る部分の面
積が10 ㎡を超えるもの 

種類① 高さ1.5ｍを超え、又は長さが10ｍを
超えるもの 

種類② 高さ５ｍを超えるもの 
種類③ 高さ1.5ｍを超え、又はその築造面積

の合計が100㎡を超えるもの 
種類④ 高さが10ｍを超えるもの 
種類⑤ 垂直距離※が5ｍを超えるもの、又

は、太陽電池モジュール等の面積の合
計が100 ㎡を超えるもの 

種類①～⑤ 
    外観を変更することとなる修繕・模様

替・色彩の変更の、それに係る部分の
面積が10 ㎡を超えるもの 

(11) 坂本景観重点地区 (10)欄に同じ (10)欄に同じ 
(12) 大津百町景観重点地区 (10)欄に同じ (10)欄に同じ 
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開発行為 木竹の伐採 屋外における土石、廃棄物、
再生資源その他の物件の堆積 

土地の開墾、土石の採取、鉱物の
採掘その他の土地の形質の変更 

水面の埋立て又
は干拓 

開発行為
のうち 

1,000 ㎡以
上のもの 

  
 

 

  
 

 

  
 

 

  

 

 

以下のすべてに
該当する木竹の
伐採 
①木竹の高さが

5ｍを超える
もの 

②林業を営むた
めに行う木竹
の伐採以外の
もの 

以下のすべてに該当する土石、廃
棄物、再生資源その他の物件の堆
積 
①堆積の高さが1.5ｍを超え、若し

くはその堆積に係る部分の面積
が100 ㎡を超えるもの 

②堆積された物件が外部から見通
すことができる場所での堆積 

①堆積の期間が 30 日を超えて継
続するもの 

 

 

(8)欄に同じ (8)欄に同じ 

①切土又は盛土により生ずる法面の高
さが1.5ｍを超えるもの 

②切土又は盛土により生ずる法面の長
さが10ｍを超えるもの 

③当該行為に係る部分の面積が 100 ㎡
を超えるもの 

①盛土により生ず
る法面の高さが
1.5ｍを超えるもの 

②長さが10ｍを超
えるもの 

③当該行為に係る
部分の面積が
100 ㎡を超える
もの 

(8)欄に同じ (8)欄に同じ (9)欄に同じ (9)欄に同じ 

(8)欄に同じ (8)欄に同じ   
(8)欄に同じ (8)欄に同じ   
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２）風致地区内における協議対象事業 
表-２ 協議対象となる行為 

風致地区内で協議を要する行為 

① 建築物その他の工作物の新築、改築、増築又は移転 

② 宅地の造成、土地の開墾その他の土地の形質の変更 

③ 木竹の伐採 

④ 土石の類の採取 

⑤ 水面の埋め立て又は干拓 

⑥ 建築物その他の工作物の色彩の変更 

⑦ 屋外における土石、廃棄物又は再生資源の堆積 

 

３）景観上重要な地域 

① 景観計画に定める景観重点地区の区域 

堅田景観重点地区 ........................................................................................................................ 図１参照 
坂本景観重点地区 ........................................................................................................................ 図２参照 
大津百町景観重点地区 ................................................................................................................ 図３参照 
 
② 歴史的風土特別保存地区の区域 ............................................................................................ 図４参照 
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図１ 堅田景観重点地区 区域図                                                

「景観形成実施計画～堅田地区～」の計画対象区域と整合させることを基本とし、上記計画のもと締

結された「落雁の道地区」及び「出島灯台のまち地区」の景観協定の区域とともに、湖岸付近の浮御堂

や出島灯台、伊豆神社等の数多くの歴史文化資産が点在する歴史的なまちなみ、地域住民により守ら

れてきた堅田内湖を含む範囲を一体的に設定しています。 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

堅田景観重点地区の面積：72.33ha 

図１ 堅田景観重点地区区域図 
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図２ 坂本景観重点地区 区域図                                                

「景観形成実施計画～坂本地区～」の計画対象区域と整合させることを基本とし、上記計画のもと決

定された「県道比叡山線沿道地区 地区計画」「坂本四丁目南町地区 地区計画」「坂本明良通り沿道

地区 地区計画」及び「坂本伝統的建造物群保存地区」、「日吉大社歴史的風土特別保存地区」を含む

範囲で設定しています。まとまりのある地区設定とするため。上記のいずれも指定されていない範囲

も一体的に設定しています。 

 

 

 
坂本景観重点地区の面積：71.49ha 

 

 

  

図２ 坂本景観重点地区区域図 
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図３ 大津百町景観重点地区 区域図                                             

大津百町と称された区域のうち、大津祭が開催される区域を中心に、「旧東海道沿道京町通り地区 地

区計画」、「大津駅西第一地区 地区計画」、「景観保全型広告整備地区 旧東海道沿道京町通り地区」、

「びわこ東海道景観基本計画」に基づく「東海道沿道景観の連携重点ゾーン」を含む範囲を一体的に

設定しています。 

 

 

 
大津百町景観重点地区の面積：45.2ha 

 

 

  

図３ 大津百町景観重点地区区域図 
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図４ 歴史的風土特別保存地区 区域図                                               

 

延暦寺横川歴史的風土特別保存地区 

延暦寺飯室谷歴史的風土特別保存地区 

西教寺歴史的風土特別保存地区 

日吉大社歴史的風土特別保存地区 

延暦寺東塔・西塔 

歴史的風土特別保存地区 

崇福寺跡歴史的風土特別保存地区 

近江神宮歴史的風土特別保存地区 

園城寺歴史的風土特別保存地区 

石山寺歴史的風土特別保存地区 




